大阪府都市基盤施設維持管理技術審議会

平成３０年度第２回審議会　議事録
日　時：平成３１年２月１９日（火）１0：００～１0：5５
場　所：大阪府庁　本館5階　正庁の間
出席委員：岸田教授（会長）、小山准教授、古川准教授
（事務局）野口事業管理室副理事ほか
議事次第：１．　あいさつ 
２．　異常気象時通行規制区間及び規制基準の見直しについて

　３． 今後のスケジュールについて 
【議事１．あいさつ】　
・野口事業管理室副理事より開会の挨拶があった。
・委員の紹介があり、委員３名の出席があり、過半数を満たしているので本部会は成立。
・岸田会長から挨拶があり、会議は公開で行うことが決定された。
【議事２．異常気象時通行規制区間及び規制基準の見直しについて】

・資料４により事務局から説明があった。これに対して、次のような意見や質疑応答があった。
・（小山委員）規制区間指定条件について、傾斜角と高さ、道路防災点検の要対策評価となった箇所を基準として検討斜面を抽出した場合、新たに指定する区間はどの程度あるのでしょうか。
　→（事務局）現状では45区間ありますが、多ければ２０区間ほど増えると考えております。
・（小山委員）連続雨量では解除が難しいので、土壌雨量指数を使うのは非常に良いと考えます。雨が小康状態となり、一旦規制が解除されても、そこからまた土壌雨量指数が上がっていくので、先行降雨の影響が連続雨量だと考慮できないので、やはり土壌雨量指数のような考え方を取り入れないと適正にできないのではないかと思います。連続雨量を採用せず、土壌雨量指数のみを通行規制基準にするというのは飛躍し過ぎでしょうか。
→（事務局）　７月豪雨で災害が発生した箇所では、土壌雨量指数が達していない箇所も多々あり、連続雨量の基準により早く規制を行った結果、安全性が確保されているという点を考慮すると、連続雨量と土壌雨量指数のどちらを規制基準として選択するのかは今後の検討課題と考えております。
・（小山委員）道路の近いところで雨量を計測すれば、より的確に把握できるかと思いますが、今回計測した雨量というのは道路からどれぐらいの距離にあるのでしょうか。
　→（事務局）道路から２キロ程度離れています。
・（古川委員）今回、国の調査データを使用されたということですが、大阪府の特徴等もあるかと思いますが、今後データを蓄積し、活用していくことは検討されているのでしょうか。
　→（事務局）災害箇所のデータをどう活用するかは、現段階では未定です。
・（岸田会長）大阪においても、北部と南部では地質が異なり、雨の降り方もゲリラ豪雨化している箇所もあるので、それらについては今後、少しずつ検討していただければと思います。一昨年計測された土中水分量のデータと土壌雨量指数の比較結果によると、マッチする箇所もマッチしない箇所もあるようです。一気に計測するのは難しいと思いますが、できる範囲でデータを蓄積していただければと思います。
・（小山委員）斜面の中の雨量を計測するのは大変ですが、適材適所に雨量計を設置するのは非常に重要であり必要と考えます。
・（古川委員）「極めて危険」等のラインは、斜面ごとに数値が異なりますが、どのように決定されているのでしょうか。
　→（事務局）CL（クリティカルライン）につきましては、大阪府内で土砂災害が発生する可能性のある箇所を１キロメッシュ毎に、平成28年度までの災害実績を踏まえ、基準値を設定しています。基準値については、今後、急傾斜地の土砂崩落や土石流等の災害を経験することで、検証、見直し等を行い精度が高まっていくものと考えております。
・（小山委員）通行止めを行う場合は実際の降雨実績で判断し、解析雨量により１時間先、２時間先の予測を行った上で通等止めの準備に取りかかるかと思います。その準備のために赤や黄色の指標が設定されているかと思いますので、紫だけだと非常にクリティカルなラインとなるので、その前に準備のためのラインを設定しておくというのも大事と考えます。現在の方法と比較しながら、どういう雨量を使うかということも踏まえて検討していただければと思います。
・（岸田会長）土壌水分を考慮していくという方針は良いかと思います。
・（岸田会長）対策を行うのは災害が発生したところだけですが、その周辺もよく考えていく必要があると思います。
　→（事務局）災害復旧において国費の対象となるのは既に破損した箇所ですが、隣接して対策が必要な箇所は、必要最小限の範囲において併せて対策を実施する予定となっております。その結果、一度災害が発生した箇所を、災害が起こらない状態まで復旧できると考えております。
・（岸田会長）新たな規制区間の指定条件に関して、規制区間抽出基準としては、斜面の形状と点検結果を重ね合わせる手法は妥当と考えますので、その方向で進めていただければと思います。ただし、地域の斜面特性についても検討していただければと思います。規制の基準ですが、土壌雨量指数を加えることで連続雨量より安全側に働くケースもあり有効な手法であると考えます。これは、一旦雨が上がっても地盤に水分が含まれるため、１回解除した後の降雨時も履歴が残っていれば、より精緻な評価が可能になると考えますので、この方向で進めていただければと思います。新しい基準を適用した場合、適用前後の変化を見ながら、より実効性のあるものにしていただき、定期的にアジャストしていくことで良いかと思います。
・（小山委員）危険な状態の時に、しっかり規制がかかっている状態にするという観点で見ていただければと思います。
・（岸田会長）これだけ多重に災害が起こっているので、安全で利用者が被災しないということが一番で、その次が通行者のサービスということで進めていただければと思います。また、ホームページ等を通じてこのような検討をしていることを説明いただき、わかりやすい資料をつくっていただければと思います。
【議事３．今後のスケジュールについて】
・事務局より今後のスケジュールについて説明があった。
【閉会】
－

